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要 旨 

 

 本研究は、高等学校英語教科書「英語Ⅰ」第１課をSlower Learners の指導という視点に 

立って分析・考察したものである。教科書は、教材の中でも最も重要なものである。教科書こ

そ絶好の道標（森住 2011）なのである。高校の英語教科書は現在(2012 年度)、「英語Ⅰ」、「英

語Ⅱ」、「オーラルコミュニケーションⅠ」、「オーラルコミュニケーションⅡ」、「リーディング」、

「ライティング」の6種類である。このうち、選択必修の科目に指定されているのは、「英語Ⅰ」

と「オーラルコミュニケーションⅠ」であるが、本研究では「英語Ⅰ」を取り上げた。この科

目が最も多くの生徒に使われているからである。また、第１課を取り上げたのは、高校に入学

して初めて習う課であり、何ごとも最初が肝心だからである。さらに、学びが遅れている生徒、

いわゆる Slower Learners をどのように指導するかという問題も古今東西の課題である。本研

究では、「すべての生徒は知的好奇心を持っている。Slower Learners も決して例外ではない」

という視点のもとに、彼らの指導のために教科書はどうあるべきかを分析・考察することを研

究の目的とする。具体的には、以下のように教科書を構成する主要素である言語材料、言語活

動、題材内容の3点を取り上げる。 

(1) 言語材料の面から、語彙、文法、文型について、その扱われている質、及び量について分

析、考察をすること。 

(2) 言語活動の面から、「読むこと」と「書くこと」に関する設問の置き方や練習問題の出し

方を分析、考察すること。 

(3) 題材内容の面から、本課本文におけるテーマの深さに関して分析、考察をすること。 

これらの目的を達成するために、本論文の構成を3章立てにした。まず、第１章では目的(1)

のために、語彙の質と量に関して、文法については、扱う文法項目の片寄りと違和感に関して、

文型については、扱い方の危うさと生徒が誤解しやすい例文とその量に関して取り上げた。次

に、第2章では目的(2)のために「読むこと」における設問の比較及び練習問題の出し方につい

て、「書くこと」における練習問題の形式化と分量、質を取り上げた。最後に、第3章では目的

(3)のために題材の比較とテーマの扱いについて、その深みの欠如に関する問題点に言及した。 

 研究の対象とする「英語Ⅰ」の教科書は、2012年度版の「英語Ⅰ」の全教科書36種類から初

級レベル9種類、中級レベル3種類とした。初級レベルを取り上げたのは、研究の目的がSlower 

Learners の指導だからである。中級レベル 3 種類を加えたのは、初級レベルとの比較のためで

ある。 

 本研究の結論については、3つの領域から研究したが、次のように集約する。 

まず、言語材料である。語彙については質と量ついて、文法においては片寄りと違和感のこ

と、文型ではその扱いと、例文の質と量にそれぞれ問題があることである。 

次に、言語活動である。「読むこと」の中で、設問と練習問題について、「書くこと」では練

習問題、及びその内容と分量に問題があることである。 

そして、題材内容である。題材とテーマにバランス上の問題点があることである。 

   

最後に、教科書研究は生徒の学習の理解のために、また、学習意欲の喚起のために極めて重

要なことであること、また、Slower Learners の本当の苦しみを知るためには教科書分析に手

がかりの1つがあることを改めて確認した。 
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